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第３回「グローバル研究会」に関する打合せメモ 

 （原則として敬称を略す） 

作成：一般財団法人アーネスト育成財団 

専務理事 小平 和一朗 

 

日 時：2014 年 9月 9 日（火） 午後 5 時 00分から 9 時 10 分  
場 所：一般財団法人アーネスト育成財団内打合卓  

（東京都渋谷区代々木 1-57-2 ドルミ代々木 704 号）  
出席者：（座長）前田光幸研究員  

西河洋一理事長、小平和一朗専務理事、淺野昌宏研究員、大橋克己研究員、 
杉本春重研究員  

 
提出資料：  
（１）我が国産業のグローバル化のマクロ的視点  前田光幸 

（２）中小企業のグローバル進出とリスク     大橋克巳 

（３）イスラム圏の世界経済に及ぼす影響     浅野昌宏 

（４）新聞記事に見るグローバル状況       小平和一朗  

（５）夏期企業研修にかんする見学レポート    小平和一朗 

（６）（参考）アメリカ 1924 年移民法の制定における経営者団体の取り組み 下斗米秀之 

 
― 打ち合わせの内容 －  

１．はじめに  
財団活動の状況などを小平和一朗専務理事から報告があった後に、前田光幸が座長とし

て選出され、研究会の議事の進行役を担当した。  
 

２．「我が国産業のグローバル化のマクロ的視点」（前田光幸）  

前回のなかで、我が国のグローバル化をマクロ的な視点から見てみようと提起したので、

それに関して報告をする。 

（１）主要国の輸出依存度推移、 

（２）世界政治・経済の環境変化と我が国の「国家の競争力」再興、 

（３）日本の経済社会構造変化と企業戦略、 

（４）我が国の経済産業政策の重点（産構審）、 

（５）白書に見る我が国産業のグローバル化 

１．我が国経済の生産性と国際展開  

２．中堅・中小企業の国際展開  

の５つに関して報告した。 

 
（報告詳細は、「３－１」による。） 

 

３．中小企業のグローバル進出とリスク（大橋克已） 

 前田さんがマクロの話をしてくれたので、私はミクロの中小企業を中心に海外進出の際

のグローバル進出とリスクについて報告したい。 

 現実的にどのようなことに悩んでいるか、どのようなことをやろうとしているかを調べ

た。基本的には、政府の機関の調査資料を調べて、中小企業基盤整備機構が 2013 年 3 月に

海外展開をする企業の調査があった。資料を解説しながら報告する。 
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（報告詳細は、「３－２」による。） 

 

４．イスラム圏の世界経済に及ぼす影響（浅野昌宏）   

「イスラム圏の世界経済に及ぼす影響」ということでまとめた。中東情勢とかが世界経

済に影響をしていることは分かっているが、どの程度規模か、最近イスラム金融が話題に

なっているので、イスラム金融の話をしたい。 

 

（報告詳細は、「３－３」による。） 

 

５．新聞記事に見るグローバル状況（小平和一朗） 

５．１ 朝日新聞問題 

（１）潰すべきは「河野談話」、美しき勁き国へ（櫻井よしこ） 産経 2014.9.1 
 米国サンフランシスコの中華街に新たな慰安婦像を設立する準備が進行中だ。米国での

対日歴史戦が前面に躍り出たことになる。８月２９日、国連人種差別撤廃委員会が最終見

解を発表、元慰安婦と家族に謝罪と十分な補償、日本の責任者の法的責任追求を求めた。 
 「朝日新聞」の慰安婦強制連行という世紀の大嘘が判明しても、国際社会の対日認識は

すでに異次元に飛び、不気味な進化を続ける。・・・  
 河野談話という日本政府の正式談話を取り消さない限り、「日本政府が認めている」とし

て、・・・  
（２）正論：朝日は脱皮せねば「化石」になる（桜田淳）   産経 2014.9.3 
（３）慰安婦問題 偽証 「吉田証言」とは何か       産経 2014.9.8 
 
５．２ ウクライナ問題 第一世界大戦から 100 年 

（１）グローバルオピニオン「第一次大戦の悲劇から学べ」（ドミニク・モイジ）  
日経 2014.7.21 

（２）経済教室 「第一次大戦の教訓（上）『挑発が招く惨事回避を』」  
     （ローレンス・フリードマン）          日経 20147.17 
（３）経済教室 「第一次大戦の教訓（下）『同盟の功罪、示唆多く』」  

（石津 朋之）                 日経 20147.18 
 
５．３ 世界の経済 

（１）英経済「リーマン前」超す：４～６月 GDP、６年ぶり水準  
 日経 2014.7.26 

（２）大機小機『ドイツに敗れた日本』           日経 2014.8.13 
（３）地球回覧『米「偉大な社会」どこへ』         日経 2014.8.24 
 
５．４ 世界の情勢 

（１）リビア、内戦状態に                                日経 2014.8.13 
（２）「安いガス」開発・利用に逆風                       日経 2014.7.15 
（３）経済教室「アジアと中所得の罠（上）、産業政策質向上欠かせず」  

日経 2014.8.26 
（４）イスラム職場 戒律へ気配り（日系工場の人事管理術） 日経 2014.7.19 
（５）地球回覧 舌伸ばす地図 中国の深謀         日経 2014.8.31 
（６）アジア VIEW 中国、労働力不足が深刻        日経 2014.8.14 
 
５．５ 日本の、日本企業のグローバル対応 
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（１）中外時評「国との間合い、どう取るか（地球企業の理想と現実）」  
日経 2014.8.17 

（２）アフリカ応援、熱き志（ビジネスを通じ自立促す）   日経 2014.8.15 
（３）迫真 安倍流トップセールス５「UAE ショックの教訓」  

日経 2014.8.8 
（４）農家収入の補助金比率「日本、２位の 54％」      日経 2014.9.5 
（５）「知財で稼ぐ」鮮明、５月形状収支４ヶ月連続黒字    日経 2014.7.9 
（６）経済論壇から「内閣改造後の課題は」天気の日本型人事（土居 丈郎）  

日経 2014.8.31 
（７）探偵団「団塊ジュニアの老後は？」  日経 2014.8.26 
（８）正論「理数教育の劣化は国家の危機だ」（西村 和雄）   産経 2014.9.2 
（９）終戦の道「指導力発揮 抗戦派を説得」ソ連参戦で決意  産経 2014.9.9 
（10）ビジネス TODAY TOTO 世界で熟柿作戦「ウォシュレツト、アジアで磨く」  

日経 2014.9.5 
（11）経済教室「人事の経済学 革新阻む新卒一括採用」      日経 2014.8.12 
（12）クラレ、ニッチ磨く M&A「独自技術さらに強く」米ヂュポン事業買収  

日経 2014.8.22 
（13）外国人社員は何思う「情報抱え込まないで」             日経 2014.6.17 
（14）１兆円企業顔ぶれ交代『海外で稼ぐ評価』              日経 2014.8.20 
（15）正論「露大統領に日本の土踏ませるな」（木村 汎）     日経 2014.9.1 
 

以上 


